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2024年度スローガン 

積小為大 
～変化を起こす先駆けとなれ～ 

2024年度基本方針 

1. ありふれた魅力を積み重ね、自分達の手で行うまちづくり 

2. 思いやりと郷土愛を積み重ね、想いを形にする青少年育成 

3. 決断と行動を積み重ね、誰もがリーダーとなる組織力強化 
 

2024年度理事長所信 

第 58代理事長 宇山 賢二 

 

【はじめに】 

私達安来青年会議所は、明るい豊かな社会の実現を目指して日々活動、運動を行っていま

す。安来をより良いまちにするためにまちづくりを他人事ではなく自分事と考え率先して

行動を起こす人を増やし、多くの方々に協力をいただきながらまちづくりを行ってきまし

た。創立から 57年間、先輩諸兄姉から受け継がれたこの想いを胸に時代の変化と共に運動

の形も変化し続け発展を続けています。私も以前はまちづくりに無関心でしたが、入会して

から気持ちに変化が起き、率先して行動を起こし多くの経験をさせていただきました。その

行動が周囲により良い変化をもたらすことを実際に体験したことで、まちを変えたいとい

う想いを持って行動すれば誰でも人を導くことができると考えるようになりました。 

明るい豊かな社会の実現は容易にできることではありません。しかし目的に向かって一

歩ずつ歩みを進め、その行動の結果を階段のように積み重ねていくことで実現へと近づけ

ていきます。まずは私達がその先駆けとなり自らの意識と行動を変え、周囲、そしてまちへ

と変化を広げていけるよう今年度のスローガンを「積小為大～変化を起こす先駆けとなれ

～」とさせていただきました。小を積み大と為す。誰もが率先して行動し、住み暮らす人々

が笑顔にあふれ幸せを感じられる安来を目指し、安来青年会議所がそのきっかけとなれる

よう一年間高い志を持って運動を展開してまいります。 

 

【ありふれた魅力を積み重ね、自分達の手で行うまちづくり】 

 安来は毎年約 600人の人口が減少しています。中でも人口流出が問題であり、進学や就労

等で安来を離れた人達がもう一度安来に帰りたい、自分達の手でふるさとをより良くした

いと思えるようにすることが課題です。安来に帰らない理由は都会の利便性や希望する職

種等あると思いますが、安来で暮らす不便さ以上に魅力を感じ安来を愛する心を持てば帰



ってきたいと思えるはずです。 

人によって感じる魅力は様々ですが、私は近所の方との心の近いコミュニケーション、周

囲に広がる自然が魅力だと感じています。「いつもだんだんね」という挨拶、道路脇の草花

から香る自然の匂いや夜空を見上げた時に見える満点の星空は私にとって素晴らしい魅力

だと自信を持っています。周囲の人達との関係や広がる自然が素晴らしいことだと気付い

ていないだけで他の誰かにとっては輝いて見えています。それぞれに感じる魅力を共有し

認め合うことで安来が素晴らしい魅力にあふれていると感じることができ、安来を愛しま

た帰りたい、自らの手で守りたいと思い行動へと移すことができます。 

人々が自信を持って安来は素晴らしいまちだと言えるようになることで、まちは笑顔で

あふれ、訪れた人も魅力を感じて何度も足を運ぶようになり、一度安来を離れてもまた帰っ

てきたいと思うようになります。安来に住み暮らす人達が笑顔であふれ幸せを感じられる

まちになるよう運動を展開してまいります。 

 

【思いやりと郷土愛を積み重ね、想いを形にする青少年育成】 

 人は古くからコミュニティを大切にし、相手を思いやり互いに助け合う心を大切にして

きました。今の大人にもその心は受け継がれていますが、時間や心に余裕が無く他人に手を

差し伸べたいと思っても自分のことで精一杯で他人に優しくすることができない、こども

に対して辛くあたってしまうことはないでしょうか。 

こどもは親を見て育ちます。親が他人に優しくなれなければ今のこどもが大人になった

時も同様に他人に優しくすることができません。他人のために行動することで感謝され、笑

顔を見ることで得られる喜びを感じる経験を通じて、利他の心について改めて考えていた

だきます。そして私達大人が見本となり、こども達が互いを思いやり困っている人を見つけ

た時に当たり前に手を差し伸べ助け合える大人へと成長できるよう導いてまいります。 

 また、継続して行っている「安来こども議会」ではこども達の声を行政に届け想いを少し

ずつではありますが実現へとつなげてきました。安来の未来を担うこども達の率直な想い

を行政へ届け、まちの変化を積み重ねることで、想いを形にする安来となりこども達の郷土

愛は深まります。そして今度はこども達が自らの手でまちをつくる喜びを感じ、率先してま

ちづくりに取り組み、さらに安来をより良いまちに発展させていくことができます。 

 こども達が人のため、まちのために率先して行動できる大人へと成長できるよう運動を

展開してまいります。 

 

【決断と行動を積み重ね、誰もがリーダーとなる組織力強化】 

 私達が仕事や地域で人々を導く存在となるためには自ら決断し行動に移す力が必要です。

組織とはリーダーが方針を決めて一歩踏み出すことで周囲の人達がついていきますが、私

達が率先してその一歩を踏み出すことで自らが組織を動かす人間となっていきます。その

ためには経験と知識を持って一歩を踏み出すことが必要であり、経験は物事に積極的に取



り組むことで培われ、知識は過去を学ぶことで身につけることができます。過去の失敗や成

功、なぜその決断をしたか等歴史を学び、知識を増やすことで自らの選択する決断に自信を

持ち行動へと移すことができ、人々を導く存在へと成長していきます。 

また、私達は様々な人と関わりながら運動を行っています。人の意識を変え、安来をより

良くするため多くの人が参加できる事業や以前なかったような視点での事業も増えていま

す。様々な考えを持つ人が安来青年会議所に集い、多様な事業を行うことで運動がさらに広

まります。時にはぶつかりながら、考えの違いを受け入れながら時代に合わせて変化し、誰

もが活躍できる安来青年会議所を作っていきます。そんな私達の運動に共感し自分も安来

をより良くしたい思う人が青年会議所の門をたたき、入会したメンバーもまた成長し、さら

に魅力的な団体へとなっていきます。 

そのためにまずは私達が決断し行動できる青年へと成長し、運動を広げてまいります。 

 

【むすびに】 

 私は安来青年会議所で様々な活動・運動を通じて成長することができたと実感していま

す。これは一つひとつの物事に真剣に取り組み小さな変化を積み重ねた結果だと自信を持

っています。 

青年会議所はメンバーに成長の機会を提供する組織ですが、その機会をつかみ取れるか

は自分次第です。40 歳で青年会議所は卒業となってしまいますが、その短い期間に訪れる

機会をつかみ取り、安来のため、こども達のために一年間青年会議所運動に邁進してまいり

ます。そして安来青年会議所が安来の人々と共に「安来を良くしよう」と思い率先して行動

に移し、豊かな社会の実現に向けて覚悟をもって走り抜けることをお誓い申し上げ、理事長

所信と代えさせていただきます。 



所 信 

副理事長 内田 浩平 

本年度、宇山理事長より副理事長の職を仰せつかりました。理事長の掲げられる「積小為

大～変化を起こす先駆けとなれ～」のスローガンのもと組織力強化委員会の担当副理事長

として、理事長所信にある「知識を増やすことで自らの選択する決断に自信を持ち行動へと

移すことができ、人々を導く存在へと成長」を達成できる事業の実現に向けて、まずは委員

長を筆頭に委員会メンバー自身が良い見本となるように尽力いたします。 

また、本年度は会員数２０名以下のスタートとなり今後も私たちがより良い運動を行っ

ていくためにも会員拡大の推進は当委員会の大きな役割だと感じておりますのでまずは委

員会メンバーで拡大の意識を向上できるような活動をしていければと思います。 

宇山理事長の想い実現への一助となるよう邁進してまいりますので、一年間どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

所 信 

副理事長 矢田 敦子 

相手を思いやり助け合う心を持ちながらも時間や心に余裕が無く、自分の事で精一杯に

なり、他人や自分のこどもに対して利他の心が減少しがちな大人にならないよう私達大人

がこども達の見本になる必要があります。 

そこで、平井委員長をはじめとする「想いを形にする青少年育成委員会」の委員会メン

バーと共に、こども達が思いやり助け合う中で感謝され、相手の笑顔から得られる喜びを

感じる経験を通じて人のため、まちのために率先して行動できる大人に成長していけるよ

うな青少年育成運動を今年一年積み重ねていきます。 

また、自分自身が過去青年会議所での小さな経験の数々から得た大きな学びを他のメンバ

ーに伝えつつ、理事長の右腕として変化を起こす先駆けになるよう行動してまいりますの

で一年間どうぞよろしくお願いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



所 信 

専務理事 古藤 靖大 

本年度、宇山理事長より専務理事の任を受けさせていただきました。我々は日々社業をは

じめ家事を行いながら安来市のより良い発展のため運動をしております。その中で、安来 JC

のメンバーが如何に活動、運動しやすい環境で事業を行うことができるか、それが私の一年

間に課せられた責務であります。 

また、笑顔あふれるまちづくり委員会の担当理事として本年度のスローガン「積小為大 

～変化を起こす先駆けとなれ～」とあるよう、小さな魅力を積み重ねて安来で暮らす人達が

笑顔であふれ、このまちを守りたいと想えるよう委員会メンバーと事業を展開していきま

す。 

そのために、理事長の掲げられる基本方針「ありふれた魅力を積み重ね、自分達の手で行

うまちづくり」を達成できるよう邁進していきたいと思いますので一年間どうぞよろしく

お願いいたします。 



所 信 

笑顔あふれるまちづくり委員会 

委員長 門脇 遼史 

現在、安来で暮らす人達の中にまちづくりに関心を持っている方がどれだけいるのでしょうか。まち

づくりにおいて自然は重要な地域資源ですが、忘れてはならないのが安来に住む人と人とのつながりで

す。安来で暮らす人達が当たり前だと思っている自然や人と人とのつながりに興味を持たず、まちづく

りと安来を愛する心を持たなければ、郷土愛は深まらず魅力的なまちにはならないのではないでしょう

か。  

そこで、安来で暮らす人達に市内の地域資源に触れまちづくりについて一緒に考える機会を作りま

す。安来で暮らす人達とそれぞれに感じる魅力を共有し話し合い認め合うことで人と人とのつながりや

安来の素晴らしい魅力を改めて感じることができます。安来で暮らす人達と事業を作り、私達と同じく

安来のまちづくりに興味を持ってもらうことで、安来を良くしたい、自らの手で守りたいと自発的に行

動できる人達を増やすことができます。 

 私達安来青年会議所は「明るい豊かな社会の実現」のため日々運動をしています。私達が率先して

まちづくりについて考え安来で暮らす人達を巻き込み、1 人でも多くの人が安来をより好きになり自ら

の手で守りたいと思い行動へと移すことができるよう、更に運動を展開します。安来の魅力を共有し、

笑顔であふれ幸せを感じられるまちづくりを目指し邁進していきますのでどうぞ一年間よろしくお願い

いたします。 

 

所 信 

想いを形にする青少年育成委員会 

委員長 平井 拓海 

人はコミュニティで生活するうえで相手を思いやり助け合う気持ちを大切にしています。家族と接す

る時や地域で交流を深める時など、どの場面においても重要なことだといえます。しかし、忙しく自分

のことで精一杯になってしまい思いやりを大切にできていないと感じる大人達は少なくありません。親

を見て育つこども達は大人になった時人に優しくなれているのでしょうか。 

そこで、だんだんと薄れてしまっている思いやり助け合う気持ちを今一度感じてもらうことが必要だ

と考えました。私達大人も共に学びつつこども達にも思いやり助け合う気持ちについて改めて考える場

を設けます。その場で様々な経験をしてもらうことで、こども達がこれから関わるたくさんの人とより

良い 関係を築けるようにするだけではなく、「ありがとう」という声がたくさん聞こえてくる地域にな

ると確信しています。また、安来をより良くするという意欲を高めてもらうために、安来こども議会を

開催します。こども達ならではの想いを伝えることで、さらに郷土への関心を深めます。より良くする

ためにはどうすれば良いのか意見を交わし行政の方へ発言できる場を設け、自主性を高めることにつな

げます。互いに助けあい、思いやる心を持ち地域のために率先して行動し自分の想いを形にできるよう

な大人へと導いていきますので、一年間よろしくお願いいたします。 

 



所 信 

組織力協会委員会 

委員長 山崎 達也 

私達、安来青年会議所は一つの組織として「安来を良くしよう」と思い、自ら行動を起こす人を増や

すために運動を行っています。そして運動を行うには自らがリーダーとなり決断をしていく力と高い行

動力が必要です。  

何事も決断するには失敗のリスクが伴いますが、失敗を恐れていては周りの人々を導くことはできま

せん。入会初年度に言われた言葉があります。「挑戦したことでの失敗は成長につながる」この言葉で

私は勇気をもらい、気負いすぎることなく様々な決断を下し行動することができました。その中で少し

の成功と多くの失敗を繰り返し、その全てが私の知識と経験になり勇気をもって決断し行動できる青年

へと成長できていると感じます。  

また、青年会議所は歴の長いメンバーから数多くの知識と経験を学ぶことで成長することができま

す。しかし、40 歳で卒業するため残されたメンバーが次の世代を担えるよう成長していかなければなり

ません。そのためには過去の成功や失敗、なぜその決断をしたのかをメンバー全体で学び知識を共有す

ることで一人ひとりが成長する必要があり、それにより組織としてもさらに強くなれると考えます。 

本年度の事業を通して一人ひとりが成長しリーダーとして運動を行うことで多くの人に共感され、新

たなメンバーとの出会いに繋がると確信しています。この一年間、決断し行動できるリーダーに成長す

ると共に組織力の強化を行ってまいりますのでよろしくお願いい たします。 
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公益社団法人日本青年会議所 中国地区　島根ブロック協議会
2024年度　年間公式スケジュ－ル（案）
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※対象：ブロ長、理事長

（山口）

（未定）☆

会員会議所会議
周南 京都 山口 (未定)☆

吉南 府中 江津 山口 WEB 東広島 未定 WEB
役員会議

日
本
Ｊ
Ｃ
／
Ｊ
Ｃ
Ｉ

JC会館 JC会館 東京 横浜

JCI防府　☆周年 JCI小野田　☆周年

山口ブロック大会

常任理事会
ＪC会館 JC会館 JC会館

JC会館 JC会館 東京 横浜 東京

総会

理事会 京都 JC会館 JC会館

京都 東京

アメリカ
地域会議

ヨーロッパ地域会
議

アジア・太平洋
地域会議

JCI中間常
任理事会
（JCI MYE)

JCI世界会議

日本諸会議

京都会議
京都

ＪＣＩ諸会議

JCI常任理事会/
理事会

(JCI JEM/JBM)

アフリカ・
中東地域会議

サマーコンファレンス

国際アカデミー
全国大会

福岡

9月

下関山口
JCI鳥取　65周年

岡山ブロック大会

未定

横浜
8日（日）
東広島

未定
小野田

その他

福岡

東京 東京

福岡

東京 福岡

東京 東京

広島ブロック大会

鳥取ブロック大会

地区ナイト
未定

小野田

方針策定会議 竹島の日 新会員研修（岡山BC） 第1回中間監査

山口 ZOOM ☆ ☆
山口会議

未定

全国大会

LOM周年行事

地区野球大会
サッカー地区大会

事業

WEB

ブロック事業

LOM周年行事

地区事業説明会

zoom 出雲

竹島の日

U11少年少女

財政審査会議

その他

ブロックスポーツ大会 ブロック大会

JCI江津50周年 JCI隠岐40周年

会頭公式訪問

出雲

【調整】19日JCカップ



◎ 委員長
〇 副委員長
㋚ サポーター会員

◎ 門脇　遼史 ◎ 平井　拓海 ◎ 山崎　達矢
〇 高橋　史加 〇 佐瀬　悠真 〇 三島　寿輝

遠藤宗一郎 秦　　靖英 長谷　憲
醍醐　靖幸 石井　寛幸 木下　淳
板持　慶宗 永島　太地

㋚ 石和田　早織
㋚ 小原　昴大 ㋚ ㋚ 松浦　瑞樹

山崎　達矢

板持　慶宗
出
　
向
　
者

委員

委員

人財育成委員会　委員 高橋　史加

事務局員
長尾　真弓

監査担当役員
監査担当役員補佐
ブロック大会委員会　委員長
ブロック大会委員会　委員
理念共感拡大委員会　委員

組織力強化委員会

理　事　会
矢田　敦子

直前理事長

副理事長

秦　靖英宇山　賢二

刃物祭り、月の輪担当

4団体交流担当

佐瀬　悠真

理事長

古藤　靖大

6JC経済文化交流会
遠藤宗一郎

委員 平井　拓海

矢田　敦子

担
当
例
会

事
業
割
当

2月

創立記念例会 想いを形にする青少年育成委員会

11月 総会/卒業生を送る会

6月 組織力強化委員会

2024年度　一般社団法人　安来青年会議所組織図

監事
木下　淳

秦　　靖英

永島　太地

総　　　会
島根ブロック協議会

三島　寿輝

古藤　靖大

内田　浩平

笑顔あふれるまちづくり委員会

7月 納涼 笑顔あふれるまちづくり委員会

8月 総会 組織力強化委員会

矢田　敦子

永島　太地
門脇　遼史

想いを形にする青少年育成委員会 広報(SNSなど)

ブロスポ担当

大黒　辰治

9月 笑顔あふれるまちづくり委員会

10月 こども議会

やすぎランニング
フェスティバル 遠藤　宗一郎

12月
5月 想いを形にする青少年育成委員会

新年例会
総会

専務理事

1月

組織力強化委員会
笑顔あふれるまちづくり委員会

3月
4月

笑顔あふれるまちづくり委員会

想いを形にする青少年育成委員会

組織力強化委員会

副理事長

想いを形にする青少年育成委員会


